
第２学年 国語科の実践 

1. 単元名   そうぞうしたことを、音読げきであらわそう 「お手紙」（全１３時間 本時８時間目） 

 

2. 単元目標 

 

 

 

 

3. 「ひびき合う三の丸の子どもたち」をめざすための指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

〈聴く・話すについての指導〉 

 4 月に、みんなに話すときの「きき手名人」「話し手名人」「はんのう名人」になるときに気をつけることを考

えた。 

 「聴く」ときには、特に「きき手名人」を意識して、相手を見ながら聴くことを繰り返し指導しており、さら

に「はんのう名人」として、友達の言葉を聞いて自分なりに反応すると良いことを伝えている。「名人」の型を教

室に掲示したり、よい反応を取り上げて日々追加したりしていくことで、様々な考えについて一人一人が考えを

もつことができるようにしていきたい。 

「話す」については、みんなの方を向くよう繰り返し指導しているところである。 

 

〈これまでの関わり合い・ひびき合い〉 

友達との関わりを増やすために、ペアで相談をしたり、教室を歩き回ってより多くの友達と話して意見を交わ

したり、グループで学習したりする機会を多く取り入れるようにした。ペア学習では、繰り返し行っているうち

に「じゃあ、ぼくからね。」など、スムーズに自分の考えを伝え合う姿が見られるようになってきた。相手の考え

について反応を返せるように、教師が「どう思った？」などと促し、相手に感想を伝えられるようにしている。 

生活科では、「学校を 1 年生に紹介したい」という思いから、学校の様々な場所をグループごとに紹介する動

画を撮ることになった。「声が大きくてよかった。」「『次の教室もお楽しみに』っていう言葉が良かった。」「クイ

ズがあって楽しく聞けた。」「もう少しゆっくり言った方がいい。」など、紹介するところをみんなで見合い、より

良い紹介の仕方を考えることができた。今回は、他のグループの音読劇を見合うことで、良いところやこれから

の課題をクラス全体で共有し、より良い表現方法を話し合えるようにしていきたい。 

 

4. 単元と指導 

〈単元について〉 

本単元は、「スイミー」に続き、場面の様子などの叙述を基に、主人公などの登場人物について、何をしたの

か、どのような表情・口調・様子だったのかなどを具体的にイメージしたり、行動の理由を想像したりすること

をめあてとしている。 

本教材「お手紙」は、がまくんとかえるくんの行動と会話を中心に、二人の友情について描かれた作品である。

研究課題「子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成」 

手だて…子どもの願いや思いの育ちを見とった単元構想と授業づくり 

低学年ブロックテーマ 「感じる心、素直に表現する自分」 

・人の言動に何かを感じる姿 

・自分の思いや他者からの刺激を受け止め、素直に表現する姿 

◎場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像することができる。 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有することができる。 



行動と会話の中に人物の人柄が表れており、人物の様子や感情の移り変わりを読み取りやすい。挿絵は、場面ご

との人物の気持ちを豊かに想像する手掛かりとなっている。物語を音読したり演じたりすることを通して、楽し

みながら想像を広げ、読み深めていきたい。 

 

〈指導について〉 

 今までの経験や、台詞が多くテンポの良い展開の教材であることから、子どもたちは「劇をしたい」という思

いをもち、「上手に音読劇をするためにはどうすればいいのだろう？」と考えるようになるだろう。そこで、劇に

必要なことは何かを子どもたちに考えさせて、グループに分かれることや役決めをすること、登場人物の行動や

気持ちを考えることが必要だということを自然に引き出し、子どもたちが目的をもって主体的に学習できるよう

にする。 

練習をする前に本文を読み、登場人物を演じるためのポイントとなる部分に線を引く時間を設定することで、

何に気をつけてどのように練習すればよいのかを意識させたい。気持ちを考えるときには、「スイミー」の学習で

使った「ハートメーター」でがまくんとかえるくんの心情を視覚的に表していく。「スイミー」の学習では、場面

ごとにメーターを使ってスイミーの心情を表し、だんだんと元気を取り戻す様子を表した。場面ごとの登場人物

の気持ちの移り変わりに気付けるようにするための手立てとしていく。さらに、グループで練習した音読劇をみ

んなで見合い、自分たちの練習と比較して合致や違いを話し合うことで、がまくんとかえるくんの行動について

より深く考えられるようにしていきたい。 

 本時では、3 場面までのがまくんの気持ちと４場面のがまくんの気持ちの変化から、「がまくんの台詞はどう話

せばいいのかな。」という問題が出てくるであろう。そこで、「でも、来やしないよ。」という言葉にこめられたが

まくんの気持ちを、前時までのがまくんの行動と会話をもとに伝え合い共有する姿をひびき合いの姿としたい。

この台詞は、言葉だけ読めば怒っているようにとれる台詞だが、それまでの話から、待っても待ってもお手紙が

来ないというがまくんの悲しみや諦めの気持ちがにじみ出ている台詞でもある。なぜそのように読むのかを伝え

合いながら、怒ったように読むことも悲しそうに読むことも、どちらも「お手紙が欲しい」というがまくんの気

持ちが込められたものであり、その後の「きみが。」という、初めて自分あての手紙を書いてもらったことに感動

するがまくんの台詞につながっていくことに気付かせたい。 

 

 



 

５．単元構想 第 2 学年国語科 そうぞうしたことを、音読げきであらわそう「お手紙」全 13 時間 本時８時間目 

 



 
 



６．本時について 

 

 

７．実践を終えて 

〈単元について〉 

 本単元は、「お手紙」を読んだ子どもたちの「音読したい」「劇にしたい」という思いから、「音読発表会をしよ

う」という学習目標ができた。「上手に音読をするためにどうしたらいいかな」という発問に対して、子どもたち

から「練習する」「気持ちを考える」という声が上がり、がまくんとかえるくんの気持ちを考えながら練習をして

いくこととなった。劇をするグループの人数や劇に必要なものリストなどについても子どもたちと話し合いなが

ら行ったことで、どのように劇をするかはっきりとしたイメージをもって取り組むことができた。あらかじめグ

ループで使うお手紙を書いておいたり、窓を作ってきたりと楽しみながら劇を作っていこうとする姿が見られた。

場面が進み、練習を重ね、友達の発表を互いに見合っていくことで、登場人物の気持ちだけでなく、動きの表し

方や小道具の使い方なども考えて行うことができるようになった。 

 

〈子どもの解決したい問題となったかについて〉 

 本時では、まず四場面の劇の練習を行い、２グループが発表をした。その後、がまくんの「でも、来やしない

よ。」という台詞をどのように読めばよいかについて話し合った。この一言に着目したことで、大きく分けて「怒

ったように言う」と「悲しそうに言う」「悲しくて怒っている」という考えが出た。同じ言葉であるのに、相反す

るような読み方を考えていたことから、がまくんの三場面と四場面の気持ちの変化を捉えながら、なぜそのよう

に読むのかについて考えることができた。 

 

〈成果と課題〉 

【成果】 

・子どもたちから出てきた「音読発表会をしよう」という目標から学習を進めたことで、積極的に学習を進める



姿が見られた。毎回、簡単な練習後にいくつかのグループが発表をしたことで、役の台詞の言い方や動き方、

道具の使い方の工夫を共有することができ、さらなる意欲へとつながった。 

・劇をするにあたり、台本として一人一人に本文が載ったプリントを用意したことで、登場人物の台詞の言い方

や思いをじっくり考えて自由に書き込むことができた。この書き込みにより、教師は児童の考えを把握し、話

し合いの際に活用することができた。児童は、自分の書き込みを見ながら劇の練習をしていた。 

・教室に話型を掲示したことで、自然とその言葉が出てきて、話し合いをすることができていた。ペアで話し合

う場面では、全体では発言できなくても、そのことについてどう思うかを友達に伝え、聞いていた児童も、そ

の言葉に反応していた。長い文章のうちの一言に着目して話し合ったことで、なんとなく読むのではなく、「そ

の言葉を大切に、気持ちをこめて読む」という意識ができた。 

 

【課題】 

・児童の発言が、クラスの全員で共有できていたかどうかが課題となった。本時の話し合いの中心となっていた

のは、がまくんの「でも、来やしないよ。」という言葉をどのように読むかである。それまでの学習で話し合っ

たことを掲示していたこともあり、前時までのがまくんの言葉や様子を振り返り、ここでの台詞はどのように

読めばよいのかを考えた児童がいたのだが、それがどこのことなのかを全員で共有することができなかった。

何ページのどこの部分なのかをクラス全体で確認することで、叙述に基づいた考えをより引き出し、「場面の

様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像する」という、単元の目標にもさらに近づけたのではないか

と考える。 

・がまくんの台詞について、「悲しくて怒ってる」という混ざった気持ちなのではないかという発言について深

く考える時間をとるとよかった。話し合い全体としては、友達の考えを聞いた後に「でもさ」「○○さんに似て

いて・同じで」など、自然に友達の考えに対しての自分の考えを伝えようとする様子を見ることができた。し

かし、「怒ったように言う」と「悲しく言う」が混ざっているとはどういうことなのかを全体で突き詰めて考え

る場を設けると、がまくんの手紙が欲しくてたまらない気持ちについて、より深く考え、ひびき合う姿へとつ

ながっていったのではないかと感じた。 


